
社会福祉法人伊賀市社会福祉協議会
会費運用規程

（目的）

第１条 この規程は、社会福祉法人伊賀市社会福祉協議会会員規程に定めるものの他、会員募集に伴う会費の徴収及び運用に関し必要な事項を定めることを目的とする。

（会員の募集及び会費の徴収）

第２条　会員の募集は地域センターごとに住民自治協議会等を通じて依頼し、会費の徴収に関する業務は地域センターごとに行う。
２　会員の募集及び会費の徴収に関係する資材に関しては、本部において統一する。

（会費の区分）

第３条　会費は会員規程第３条第２項に定める４種類とする。
（一般会費）

第４条　一般会費はその運用において、一定率を社会福祉協議会が設定し、次のとおりに区分する。

（１）全市活動支援金

（２）地域センター活動支援金

（３）地域福祉活動支援金
２　事業実施に関する業務は地域センターごとに行う。

３　全市活動支援金は、社協広報の発行費を中心として、全市的な社協事業に活用する資金とする。

　　　全市活動支援金の充当額は全市事業の状況を見て定めることとする。事業実施後の剰余金については、次年度に繰り越すことができるものとする。

４　地域センター活動支援金は、地域センター独自の福祉サービスをはじめとする地域センター管内の福祉活動に活用するための資金とする。

地域センター活動支援金の充当額は、一定率を全市で設定し、地域福祉推進委員会において計画的に事業を実施するものとし、事業実施後の余剰金については、次年度に繰り越すことができるものとする。
地域センター活動支援金は、全て説明責任が果たせる活動に充当するものとし、特定の団体に対して助成するのではなく、地域センター管内の全体的な福祉向上に役立つ事業に充当することを心がける。

５　地域福祉活動支援金は、会費を徴収した住民自治協議会等における地域課題の解決に向けた地域支援ネットワーク構築に資する事業に活用するための資金とし、別に定める「地域福祉活動支援助成事業実施要綱」により助成金の交付を行う。
地域福祉活動支援金は、会費の一定率を上限に、社会福祉協議会の判断において助成するものとする｡ただし、事業費が残った場合は、地域センター活動支援金に繰り入れることができる。
（特別会費）

第５条　特別会費は、特別会員の意向により、全市活動支援金または地域センター活動支援金として活用するための資金とする。
（賛助会費）

第６条　賛助会費は、賛助会員の意向により、全市活動支援金または地域センター活動支援金として活用するための資金とする。
（地域会費）

第７条　地域会費は、地域の実状に応じて自治会等が活用するための資金として、一般会費とあわせて徴収することができる。
２　地域会費は、別に定める「地域会費助成事業実施要綱」により助成金の交付を行う。
３　地域会費を徴収するかどうかは自治会等で設定できるものとする。
（会費の経理）

第８条　会費の経理は次のとおりとする｡

（１）会費の経理に関する業務は本部で行う。
（２）地域センター活動支援金及び地域福祉活動支援金に関する会計処理については、定期的に地域セ　ンターから本部へ報告する。
（３）地域福祉活動支援金に関する業務は地域センターごとに行い、各地区に助成した地域福祉活動支援金の使途報告等を受けるようにする｡

（情報公開）

第９条　会員の状況及び、会費の使途に関しては、社協広報等を通じて広く住民に公開することとし、住民から情報の開示を求められた場合は、すみやかに情報を公開することとする｡

（雑則）

第10条 この規程に定めるものの他、会長が必要と認める事項は、会長がこれを別に定める。

附 則

この規程は、平成１６年１１月１日から施行する。

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。
この規程は、平成３１年４月１日から施行する。

